
様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

一般 3 2 1 1 人材育成・業務改善推進事業

一般 3 2 1 2 庁舎環境整備事業

一般 3 2 1 3 栄区役所おもてなし事業

一般 3 2 1 4 さかえのそなえ・危機対応力強化事業

一般 3 2 1 5 さかえのそなえ・地域防災力強化事業

一般 3 2 1 6 さかえ・地域支援事業

一般 3 2 1 7 花と森と川のまち推進事業

一般 3 2 1 8 セーフコミュニティ事業

一般 3 2 1 9 まちづくり推進事業

一般 3 2 1 10 さかえ魅力広報事業

一般 3 2 1 11 自治会・町内会活動推進事業

一般 3 2 1 12 地域の安全対策事業

一般 3 2 1 13 資源化推進事業

一般 3 2 1 14 地域の賑わい創出事業

一般 3 2 1 15 商業活性化推進事業

一般 3 2 1 16 文化・芸術振興事業

一般 3 2 1 17 スポーツ振興事業

一般 3 2 1 18 地域の担い手育成・交流支援事業

一般 3 2 1 19 窓口混雑緩和に向けた区民サービス向上事業

[栄区]

令和６年度事業評価書　目次



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[栄区]

令和６年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 20 地域福祉保健計画推進事業

一般 3 2 1 21 健康づくりの推進事業

一般 3 2 1 22 食育推進事業

一般 3 2 1 23 健康で安全な食と暮らしの推進事業

一般 3 2 1 24 動物適正飼育推進事業

一般 3 2 1 25 次世代交流ステーション運営事業

一般 3 2 1 26 高齢者地域ケア事業

一般 3 2 1 27 高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

一般 3 2 1 28 障害児・者ふれあい交流事業

一般 3 2 1 29 出産・子育て応援事業

一般 3 2 1 30 育児サポート推進事業

一般 3 2 1 31 こども・青少年応援事業

一般 3 2 1 32 幼保による地域子育て支援事業

一般 3 2 1 33 生活支援推進事業

一般 3 2 1 34 統合事務費

一般 3 2 1 35 広報よこはま発行事業

一般 3 2 1 36 特別相談事業

一般 3 2 1 37 美化活動推進事業

一般 3 2 1 38 消費生活推進員活動事業



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[栄区]

令和６年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 39 スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

一般 3 2 1 40 青少年健全育成活動事業

一般 3 2 1 41 地域と学校の協働事業

一般 3 2 1 42 緊急時情報システム運用事業

一般 3 2 1 43 区庁舎管理費

一般 3 2 1 44 区民利用施設管理費



様式３

款 項 目

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区人材育成研修事業細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計

職員の人材育成研修の実施及び業務改善推進により、区民に信頼される区役所づくりを目指します。

細事業の分析

①

・なじまな
い

職員の接遇力向上・人権意識の向上を目指し、各種研修を実施します。

事業用物品購入による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 人材育成・業務改善推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 1

事業概要

36 36 36 36 36

回 実績 34

単位 想定 36 36

26

研修実
施回数

21 22

・委託等の
拡大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

分析
結果

歳出予算科目

増減説明

決算

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

708 1,598 890

・該当なし

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

・目標を下
回った

決算 908 1,787 879

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

５年度

総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等不
可

4 4想定 4 3

4 3 5

②

5

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

回

・該当なし
・なじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

4

４年度 ５年度

実績

事業実
施回数

▲ 11

単位 4

改革推進委員会

職場の垣根を越え、自由な発想のもとに、職場環境の改善や職員の満足度向上等、栄区役所の
魅力アップにつながる様々な取組を実施します。

細事業事業量

4

年度 ２年度 ３年度

189

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

活動時印刷費の節減

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

８年度

５年度 差引（増減） 増減説明

決算 200

年度 ４年度



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

来庁者が安全・安心で快適に区役所をご利用いただけるよう、区庁舎の改修等を実施します。また、区民サービス
の向上及び行政事務の効率化のため、来庁者と職員のＩＣＴ利用環境を整備します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

庁舎内の待合や執務スペースの改善、セキュリティ対策、脱炭素化への取組などを実施しま
す。

必要な設備改修等の実施による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

庁舎改善事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度 増減説明

決算

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 庁舎環境整備事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 2

事業概要

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊急
度に応じた環

境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

件 実績
本館１・２
階断熱フィ
ルム施工

単位 想定
必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

授乳室設置、防
犯カメラ整備

環境改
善対応
件数

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

決算 9,811 15,169 5,358

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

8,309 13,120 4,811

本館４階レ
イアウト変
更

照明LED化、
ソーラーパ
ネル改修等

・委託等不
可

・該当なし

総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等不
可

2 4

・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,502

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

想定

8

分析
結果

・維持

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

・契約方法
の工夫が可
能

・求めてい
ない

4

来庁された方が利用できる無線ＬＡＮを運用します。
またＷＥＢ会議用ソフト等の運用を行います。

細事業事業量

4

年度 ２年度 ３年度

エリア 実績 2

4

②

2,048

来庁者
用Wi-Fi
の導入
状況

客観的指標に
基づく分析

４年度

単位

プロジェクター設置の新規実施546

ICT利活用推進事業

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性

６年度 ７年度 ８年度５年度



様式３

款 項 目総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

208

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

228 208 ▲ 20

・該当なし

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

決算 748 956

・目標を下
回った

6 6 6 6 6

回 実績 1

単位 想定 3 3

5

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 栄区役所おもてなし事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 3

事業概要

事
業
計
画

事
業
実
績

明るい選挙啓発事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

5 5

出前講
座実施
回数

増減説明

決算

・補助事業
化が可能

・該当なし・維持 ・なし

２年度 ３年度 ４年度 ５年度

分析
結果

一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

身近で信頼される区役所を目指し、区民の満足度向上につながる取組を実施します。

細事業の分析

①

・なじまな
い

区民への選挙啓発に取り組むとともに、地域住民の協力を得ながら啓発を実施することで栄区
の投票率向上を目指します。

見積もり合わせによる減

年度



３年度

519

６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

８年度

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 施策検討や評価の活用のため、区の統計データを掲載した冊子を作成します。（隔年事業）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大不可

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

0

４年度 ５年度

実績 1,066 1,137 1,114 1,065

②

354 実績による減

配布件
数

▲ 165

単位 0

出生・婚姻お祝い事業

出生届及び婚姻届の届出をした方に、区からお祝いメッセージ入りの記念品を贈呈します。

細事業事業量

0

年度 ２年度

件

客観的指標に
基づく分析

(1)実施主体 (2)実施手法

1,000 0

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

単位 想定 0 2,000

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

想定
（発

行）実
績（配
布）

８年度６年度

隔年事業のため増

７年度

データでみる栄区

４年度 ５年度

0 1,000 0

394 394

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし
・求めるべ
きではない

負担の
公平性

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし

年度 ２年度 ３年度

実績 0

想定

440

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算

0部

・委託等不
可

475

1,150 1,150 1,200 1,200



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区災害対策本部機能の強化、災害時医療提供体制の強化などの取組を推進し、栄区の危機対応力の強化を図りま
す。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民に対し適切な避難行動を周知するため、浸水想定区域へ浸水深を示す看板の電柱等への設
置や防災ハザードマップの印刷・配布を行います。また、既存防災スピーカーの維持管理を行
い、災害時の情報伝達手段を確保します。

防災スピーカー新規設置及び河川警
告灯設置完了に伴う減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

災害時情報伝達の強化

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 さかえのそなえ・危機対応力強化事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 4

事業概要

4 4 4 4 4

回 実績 -

単位 想定 - 2

4

防災スピー
カー伝達試験

テスト

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

6,963 3,941 ▲ 3,022

・国・県事
業と類似・
重複

・目標を概
ね達成

2 -

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 9,445 9,451 6

総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

訓練・
研修会
の実施
回数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

災害時において、関係機関(医師会、歯科医師会、薬剤師会、Yナース等）と連携を図り、区民
へ医療を提供できるよう取組を進めます。発災時を想定した通信訓練や研修会等を開催し、体
制強化を図ります。また、災害等の緊急時に備え、医療情報を記入・保管ができる医療情報
キットを作成し、配布します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 395

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等不
可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

区本部
運営訓
練の実
施

3,071

単位 2

区本部機能の強化

災害対応必要物品の配備を行い、区本部機能の強化を図ります。また、発災時に使用するライ
フライン（スマートフォン・衛星携帯電話・インターネットFAX・地域BWAなど）の経常費用を
執行します。

細事業事業量

2

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

5,157
災害用マンホールトイレ及び防災車
両備品購入のための増

13 13

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

2

４年度 ５年度

実績 2 2 2

②

13

８年度６年度

事業実施方法見直しによる減

７年度

2

災害時医療提供体制の強化

４年度 ５年度

単位 想定 13 13 13 13 13

352 ▲ 43

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・国・県事
業と類似・
重複

・目標を概
ね達成

回

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 11

想定 2 2 2 2

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,086

・委託等の
拡大不可

1413回



様式３

款 項 目総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 4,919 4,131 ▲ 788

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

8.9 -

増減説明

決算

・委託等の
拡大が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

617 564 ▲ 53

・該当なし
・目標を概
ね達成

- 0 - 0 -

％ 実績 -

単位 想定 - 0

12

栄区民意識
調査（災害
に対する備
え：未実施
率）※隔年

調査

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 さかえのそなえ・地域防災力強化事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 5

事業概要

防災・減災を図ることを目的とし、地域住民の「自助」と「共助」を促進するための取組を行い、地域防災力の向
上を図ります。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

自治会・町内会や地域防災拠点運営委員会などを対象とした啓発イベント、出前講座等を実施
し、災害に強い地域づくりを推進します。また、防災啓発物品の作成・配布を行い、防災意識
の向上を図ります。

事業実施方法見直しによる減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

自助・共助推進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区地域
防災拠点
訓練

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
区内20か所の地域防災拠点へ必要物品の配備や資機材の点検・修繕を行い、拠点機能の向上を
図ります。また地域防災拠点用スマートフォンの経常費用を執行します。また、訓練時等に、
配付したペット同行避難用テントの活用のための啓発を行います。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,672

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

栄区SCアン
ケート結果
（拠点訓練
参加率）※
隔年調査

▲ 25

単位 -

SC災害安全対策分科会及び関連事業

防災対策を通じ、安全・安心のまちづくりの実現ため、「栄区セーフコミュニティ推進協議会
災害安全対策分科会」による啓発物作成等の取組を実施します。

細事業事業量

-

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

274
啓発パンフレットのデザイン更新費
の執行残による減

40 40

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

４年度 ５年度

実績 - 35.8 -

②

12

８年度６年度

ペット用対策テント配付完了による
減、地域防災拠点資機材追加購入に
伴う減

７年度

-

地域防災拠点支援事業

４年度 ５年度

単位 想定 40 40 40 40 40

2,170 ▲ 502

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

％

・該当なし
・求めてい
ない

年度 ２年度 ３年度

実績 16

想定 - 30 - 30

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 299

・委託等不
可

2023回



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

・増える
・規則・方
針

(2)実施手法

100

99

分析
結果

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

件

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 95 95

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

24

指標

25

95 95 100

決算

８年度

単位 100

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

取組を
実施し
ている
割合

細事業事業量

100 100

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

92

④

事
業
計
画

細事業名称 災害時要援護者支援事業

細事業概要
災害時に要援護者への安否確認・避難誘導が円滑に実施されるよう、地域福祉保健計画の推進
を通して、日頃からの要援護者と地域との顔の見える関係づくりを支援します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

507 376 ▲ 131 補助金終了、区配予算の活用のため

・委託等の
拡大が可能

・契約方法
の工夫が可
能

％

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 754 745 ▲ 9

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

開設・
運営訓
練

単位

増減説明

25 25

決算

年度 ４年度 ５年度

24 25実績

25

⑤

事
業
計
画

細事業名称 福祉避難所開設・運営円滑化事業

発災時に福祉避難所の開設・運営等が円滑に行えるよう福祉避難所連絡会を開催し、併せて、
各施設で実施する開設・運営訓練の支援を図ります。

24 24 25 25想定



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,507 1,936 429

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

41事業 46事業

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

421 1,538 1,117

・該当なし
・目標を概
ね達成

31事業 36事業 43事業 43事業 43事業

件 実績 30事業

単位 想定 22事業 33事業

49事業

補助金活
用後の活
動継続団
体（平成
27年度～
累計）

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 さかえ・地域支援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 6

事業概要

幅広い分野の地域課題に取り組む活動のきっかけづくりや、地域の様々な主体による地域の課題解決・魅力づくり
に繋がるように支援します。また、地域、中間支援組織、区役所等が多様な地域課題の解決に向けた手法や、安定
的・発展的な地域運営について学び合う機会を設けます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民の誰もが暮らしやすく、活力あるまち栄区を実現するため、地域課題の解決や地域の魅力
づくり等、区民が団体・グループを構成して行う主体的な活動の立ち上げ・拡充支援を新規申
請団体に対して行います。

新たな担い手対象イベント実施

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

みんなが主役のまちづくり協働推進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

▲ 684

単位 -

地域の学び場事業

区民、中間支援施設職員、区職員等を対象に、地域を知り、協働して課題について考える講座
や研修を開催します。

細事業事業量

-

年度 ２年度 ３年度

402 講座開催数の減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

４年度 ５年度

実績 - - -

②

-

分析
結果

・増える ・なし
・民間と競
合

・目標を概
ね達成

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 - - - -

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,086

・委託等の
拡大が可能



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 5,514 7,580 2,066

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

68 71

増減説明

決算

・委託等不
可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,128 1,994 866

・該当なし
・目標を概
ね達成

65 70 75 80 80

件 実績 54

単位 想定 50 60

79

パンフ
レット
掲載箇
所数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 花と森と川のまち推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 7

事業概要

地域で活動している団体と連携し、花・緑・川のある豊かな生活環境を守り育てていくとともに、広く区民に発信
することで、区民一人一人の関心を高め、魅力あふれるまちづくりを進めます。

細事業の分析

①

・なじまな
い

四季折々に咲く花の彩りを感じ、心豊かに生活できることを目指し、地域と連携して、栄区全
体で花を感じる空間づくりを進めます。また、令和元年度に台風15号の影響により倒木した里
帰り桜について、植樹後の管理を行います。

栄区役所内緑地図面等作成委託の実
施による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

花いっぱい魅力づくり事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

緑地と
水辺環
境の満
足度

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
令和４年度から実施している調査の結果をもとに、区外に向け森と川が一体となった魅力発信
に取り組みます。加えて、さかえグリーンサポーター活動や環境活動団体同士の交流会等、環
境活動団体と連携した区内向けの魅力発信についても、引き続き行います。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 3,112

・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・なじまな
い

客観的指標に
基づく分析

栄区愛
護会団
体数

▲ 20

単位 123

愛護会活動支援事業

身近な公園や、いたち川を中心とした河川・水路の維持管理を行っている、公園愛護会・水辺
愛護会の活動活性化を図るため、支援を行います。

細事業事業量

123

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1,162 物品購入等の軽微な数量の変更による

78.0 -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

123

４年度 ５年度

実績 121 122 123

②

76.7

８年度６年度

森の魅力発信のためのデジタルコン
テンツ作成による増

７年度

122

さかえ・森の魅力づくり推進事業

４年度 ５年度

単位 想定 - 73.0 - 76.7 -

4,424 1,312

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

団体

・該当なし
・なじまな
い

年度 ２年度 ３年度

実績 -

想定 122 121 122 123

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,182

・委託等の
拡大不可

79.6-％



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 3,494 1,302 ▲ 2,192

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

2 2

増減説明

決算

・委託等の
拡大が可能

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,150 984 ▲ 1,166

・該当なし
・目標を下
回った

3 2 0 0 0

回 実績 3

単位 想定 3 3

1

推進協議
会、サー
ベイラン
ス分科会
開催

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 セーフコミュニティ事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 8

事業概要

国際認証「セーフコミュニティ」の認証都市として、「致命的な事故やケガは原因を究明することで予防できる」
という考え方の下、住民と行政、関係団体等が協働して、様々な予防活動を展開し、すべての区民が健やかで元気
に暮らすことができる安全・安心なまちづくりを進めます。なお、令和５年10月末の認証期間満了まではセーフコ
ミュニティ認証都市として活動を継続し、それ以降はこれまでの事業成果を生かし、より発展的な形となるよう検
討を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

各分科会の取組について、PDCAサイクルによる進捗管理を実践していくとともに、関連データ
の収集・分析を行い、科学的根拠に基づく継続的な目標の見直し、取組の改善を行います。

会議手法の変更、回数減による減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

セーフコミュニティの取組

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

地区支援
チーム

リーダー
会議の開

催

▲ 1,026

単位 6

セーフコミュニティの後継の仕組み検討

認証期間満了後の令和５年11月以降の協働による課題解決に係る仕組みについて、検討を進め
ます。

細事業事業量

6

年度 ２年度 ３年度

318 パンフレット作成方法変更による減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

6

４年度 ５年度

実績 13 2 10

②

10

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

回

・該当なし
・なじまな
い

想定 13 13 6 6

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,344

・一部委託
等が可能



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 11,289 3,232 ▲ 8,057

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

20 8

増減説明

決算

・民間移管
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,596 954 ▲ 1,642

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

12 12

日数 実績 10

単位 想定 - 45

10

本郷台
駅前広
場利用
実績

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 まちづくり推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 9

事業概要

横浜市都市計画マスタープラン栄区プラン「栄区まちづくり方針」では、区民、事業者、行政が一体となって取り
組んでいくためのまちづくりの基本理念として、「次世代に継承する緑豊かな生活文化都市」を掲げています。こ
の基本理念を実現させ、将来にわたって誰もがいきいきと安心して暮らすことができるまちを目指し、まちづくり
の検討を行うとともに、具体的な取り組みを進めていきます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

本郷台駅前広場において、区民や地域団体等が公共的空間を利用してにぎわい創出等を図る取
組を支援し、また将来的な公共施設の再編整備の検討材料とします。

実施内容の絞り込みによる減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

本郷台駅周辺のまちづくり推進

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

対策箇
所

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
令和４年度で分析した交通課題に対し、サインや路面標示等によりドライバーへの注意喚起を
行い安全な生活道路を確保します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,606

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・該当なし
・なじまな
い

客観的指標に
基づく分析

来場者
数

▲ 36

単位 検討

郊外住宅地の住環境保全と持続可能なまちづくりの推進

地域の住環境を悪化させる管理不全の空家は、所有者だけでなく地域で取り組む問題であるた
め、地域の課題意識の醸成、空家の適正な管理方法、円滑に承継するための相続や空家の利活
用について、相談会を開催します。開催にあたっては、建築局と連携し、専門家による空家問
題に関するセミナーや個別相談を行います。

細事業事業量

15

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

376 実施手法の見直しによる減

検討 検討

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

検討

４年度 ５年度

実績 － － 7

②

－

８年度６年度

実施手法の見直しによる減

７年度

15

生活道路における交通事故の未然防止事業

４年度 ５年度

単位 想定 － － － 1 1

167 ▲ 1,439

分析
結果

・増える ・なし
・民間と競
合

・目標を概
ね達成

人

・該当なし
・求めてい
ない

年度 ２年度 ３年度

実績 －

想定 － － 7 14

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 412

・委託等の
拡大が可能

1－箇所



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等不
可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

・維持 ・条例

(2)実施手法

－

－

分析
結果

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

組/人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 － －

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

62/144

指標

54/124

－ － －

決算

８年度

単位 －

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・なじまな
い

・測ること
はなじまな
い

　

細事業事業量

－ －

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

－

④

事
業
計
画

細事業名称 本郷台駅前上屋等の維持管理

細事業概要 本郷台駅前上屋等の維持管理を行い、区民の方の良好なバス待ち環境を維持します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

3,925 360 ▲ 3,565 太陽光パネル撤去費の減による減

・全部委託
等が可能

・該当なし

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 1,701 293 ▲ 1,408

4年度に区庁舎太陽光発電設備改修
を実施したことによる減

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

夏休み
わくわ
く社会
科見学
参加者
数

単位

増減説明

60/120 60/120

決算

年度 ４年度 ５年度

62/134 50/124実績

60/120

⑤

事
業
計
画

細事業名称 温暖化対策事業

区民の地球温暖化対策への意識を高めるため、夏休みわくわく社会科見学や節電チャレンジセ
ブン等の楽しみながら学べる啓発イベントを実施します。

60/120 60/120 60/120 60/120想定



客観的指標に
基づく分析

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度 ８年度３年度 ４年度 ５年度

実施 実施 実施 実施 実施

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

・なじまな
い

指標

⑥

事
業
計
画

細事業名称 区づくり連絡調整費

細事業概要
区内の主要事業を円滑に推進するため、関係機関や地元との連絡調整を行います。また、区民
要望等に迅速に対応するために臨時的な事業を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,049 1,082 33 園芸博覧会機運醸成による増

細事業事業量 年度 ２年度

区民要
望等へ
の対応

単位 想定 実施 実施

実績 実施 実施 実施 実施

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等不
可

・該当なし



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 3,050 6,172 3,122

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

44 40

増減説明

決算

・一部委託
等が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,185 2,290 105

・該当なし
・目標を概
ね達成

15（95） 15（110） 40（150） 40（190） 40(230)

件 実績 33

単位 想定 30（60） 20（80）

41

新規デ
ザイン
使用申
請数
（累
積）

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 さかえ魅力広報事業

所管区局・課 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 10

事業概要

区民をはじめ広く栄区の魅力等を発信するとともに「必要な情報が確実に区民に届く広報」を目指し、各種広報媒
体を通じた広報を進めます。

細事業の分析

①

・なじまな
い

タッチーくんを栄区の情報発信のツールとして成長させるため、誕生20周年記念事業を行い、
区内への愛着形成および区外への知名度向上を図ります。また、企業・店舗・施設へさらなる
デザイン使用の促進を図り、区内外にタッチーくんのビジュアル・名前を広めます。

事業拡充（誕生20周年記念事業等）による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

タッチーくん魅力向上事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般



52人

・委託等の
拡大が可能

32

5,000 7,000 7,000 6,000

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 765

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

年度 ２年度 ３年度

実績 -

想定

-

８年度６年度

事業拡充（栄区魅力発信動画作成委託）による増

７年度

6,000

区民に伝わる広報事業

４年度 ５年度

単位 想定 - - 20 40 40

474 374

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

部

40 40

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

6,000

４年度 ５年度

実績 5,000 7,000 7,000

②

820 印刷部数の増

配布数

55

単位 6,000

区民生活マップ作成事業

地図に加えて栄区の見どころや公共施設等の情報を網羅した区民生活マップを作成・配布し、
転入者等が区の概要を把握してスムーズに栄区での生活が始められるようにするとともに、区
民が区内の施設等を訪問しやすくし、日常生活における利便性を向上します。令和５年度はデ
ザイン変更も含め、記載情報の更新を行います。

細事業事業量

6,000

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

区民が求める情報を確実に区民に届け、区の魅力を内外に伝える広報とするため、職員のマイ
ンド・スキルを醸成するための職員向け広報研修を実施します。また、SNSをはじめとする広
報媒体の利用価値を高めるため、広報媒体についてまとめたチラシを作成し、各所で配架・配
布します。さらに、栄区の魅力を発信するための動画を作成し、SNSやデジタルサイネージで
放映します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 100

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大が可能

・該当なし
・なじまな
い

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

研修参
加人数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



1,500

3,000

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 1,481 -

- 1,500 -

決算

８年度

単位 -

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・なじまな
い

・測ること
はなじまな
い

回収数

細事業事業量

3,000 -

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

-

④

事
業
計
画

細事業名称 区民意識調査

細事業概要
栄区民が暮らしの中で感じる満足や不安、生活スタイル、地域のつながりなどの意識を把握す
るため、3,000人を対象に意識調査を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

0 2,588 2,588 隔年実施による増

・委託等の
拡大不可

・該当なし

件

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,842 1,555 ▲ 287

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

10 11

増減説明

決算

・一部委託
等が可能

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

838 577 ▲ 261

・該当なし
・目標を概
ね達成

10 10 10 10 10

人 実績 7

単位 想定 10 10

7

自治会
町内会
長表彰
受賞者
数（在
職５年
以上）

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 自治会・町内会活動推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 11

事業概要

住民組織の代表である自治会・町内会長の日頃の活動に感謝の意を表する機会を創出する等により、地域の課題解
決を行う住民自治のかなめである自治会・町内会の活動のより一層の推進を支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域社会の発展に貢献している自治会・町内会長に対し、感謝の意を表する催しを実施すると
ともに、永年在職者である自治会・町内会長を表彰します。

会場変更による減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

自治会・町内会長感謝会開催事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

自治会・
町内会へ
の配送数

▲ 26

単位 1,100

自治会・町内会への回覧物等配送事業

区が事業者に配送を委託し、各自治会・町内会に回覧物・掲示物をお届けします。

細事業事業量

1,100

年度 ２年度 ３年度

978 配送物数の実績による減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,100

４年度 ５年度

実績 971 1,027 994

②

1,001

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

袋

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 1,100 1,100 1,100 1,100

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,004

・全部委託
等が可能



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

特殊詐欺被害防止をはじめ、防犯活動や交通事故防止活動を区役所、警察、学校などの関連行政機関、地域が協力
して、区民総ぐるみで取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

栄区の交通安全に関する現状を把握し、分科会での課題に対する対策として、世代別の啓発活
動を実施し、交通安全活動に一体的に取り組むことを目指します。

見積書徴収結果による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

SC交通安全対策分科会及び関連事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 地域の安全対策事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 12

事業概要

6 6 6 6 6

回 実績 4

単位 想定 6 6

8

各季の
交通安
全キャ
ンペー
ン数

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

619 691 72

・該当なし
・目標を上
回った

4 7

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 2,097 2,466 369

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



4回

・委託等の
拡大不可

3

14 14 14 14

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 665

・該当なし
・負担は適
切である

年度 ２年度 ３年度

実績 3

想定

3

８年度６年度 ７年度

14

駅前自転車等放置防止推進協議会

４年度 ５年度

単位 想定 3 3 3 3 3

126 0

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

回

3 3

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

14

４年度 ５年度

実績 13 14 14

②

842 対応件数増加による増

協議回
開催回
数

177

単位 14

スクールゾーン対策協議会

地域と協働した交通安全対策に取り組むため、スクールゾーン対策協議会への助成を行いま
す。スクールゾーンにおける路面標示の新設と補修を行います。

細事業事業量

14

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
地域と協働した交通安全対策に取り組むため、自転車等放置防止推進協議会への助成を行いま
す。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 126

・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

キャン
ペーン
実施回
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



想定

④

事
業
計
画

細事業名称 SC防犯対策分科会及び関連事業

細事業概要

栄区の防犯対策に関する現状を把握し、分科会で挙げられた課題に対する対策として、各種啓
発活動を実施します。
地域において防犯活動を行っている団体に対し、防犯グッズの配布等を通じて活動を支援しま
す。また、新入学児童への防犯ブザーの配布や日々の防犯情報等のメール配信、街頭キャン
ペーンにより、防犯意識向上のための啓発を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

686 807 121 令和4年度実績による増

・一部委託
等が可能

・該当なし

個

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

1,500 1,600

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

960

決算

８年度

単位 1,400

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・負担は適
切である

・増える

防犯
メール
登録者
数

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 1,060 1,261

1,000 1,100 1,200

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1,300

1,400



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

ごみ減量に向けて、各家庭の生ごみ等の堆肥化や食品ロスの削減の啓発など、更なる３Ｒを推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

生ごみ処理機ミニ・キエーロの保育園・小学校等への普及・啓発に向けた取組みを進めます。

啓発校数の減による消耗品費の減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

生ごみ等堆肥化事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 資源化推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 13

事業概要

36 36 36 36 36

園・校 実績 8

単位 想定 36 36

8

保育
園・小
学校数

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

194 48 ▲ 146

・該当なし
・目標を下
回った

8 8

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 404 299 ▲ 105

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等不
可

ー ー 1,800 1,800

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 209

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

5,706

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,800

４年度 ５年度

実績 ー 1,706 5,014

②

251 フードドライブ協力者増加による増

フード
ドライ
ブ実績

42

単位 1,800

３Ｒ推進事業

イベント等における３Ｒの普及啓発活動、リユース食器利用促進補助、使い切り素材の製作及
び普及・啓発等、「リデュース」に重点をおいた３Ｒ活動を推進します。

細事業事業量

1,800

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区民の区への愛着を高め、区内のにぎわいを創出するため、栄区の中心である本郷台駅前広場における各種イベ
ントの実施や栄区民まつりを実施します。
《栄区民まつり》
　区民による、区民のための「まつり」を実施することにより、多世代が一同に集まる場を設け、区民の交流を図
ります。
《本郷台駅前活性化推進事業》
　本郷台駅前広場でのイベント実施及び冬のイルミネーションにより、周辺地域の活性化及び商店街のＰＲ・振興
を図ります。

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

栄区連合町内会をはじめ区内の各種団体により構成された栄区民まつり実行委員会に補助を行
い、区民・地域が一体となって栄区民まつりを開催します。

実施手法の変更による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区民まつり

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 地域の賑わい創出事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 14

事業概要

35,000 35,000 35,000 35,000 35,000

人 実績 開催中止

単位 想定 50,000 50,000

30,000

区民ま
つり来
場者数

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・財源確保
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

4,900 4,926 26

・該当なし
・目標を概
ね達成

開催中止 20,000

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 5,824 6,863 1,039

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等の
拡大不可

1,500 1,500 1,500 1,500

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 924

・該当なし
・負担は適
切である

想定

1,300

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

人

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,500

４年度 ５年度

実績 1,500 1,500 1,300

②

1,937 駅前備品の購入による増

ほっとイ
ルミネー
ション来
場者数

1,013

単位 1,500

本郷台駅前広場活性化推進事業

本郷台駅前活性化推進委員会を通じて本郷台駅前広場の活用を進めるとともに、冬には、様々
な団体と協力し、本郷台駅前広場をイルミネーションで彩ります。

細事業事業量

1,500

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 854 971 117

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

2 2

増減説明

決算

・委託等不
可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

854 971 117

・該当なし
・目標を概
ね達成

4 4 4 4 4

商店街 実績 2

単位 想定 2 2

2

イベン
ト実施
商店街
数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 商業活性化推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 15

事業概要

商店街ににぎわいを創出するため、商店街主催イベントに対して広報を中心とした支援を行います。また、商店街
が築いた地域との信頼性や丁寧なサービス等、地域に密着した商店街ならではの魅力を区役所として広報し、商店
街活性化に向けた取組を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区内商店街が実施するイベント等の実施を支援します。

支援方法変更に伴う増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区商店街活性化推進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

人生を豊かにし、人々の創造性や感性を育むとともに、社会や経済に活力をもたらす源となる文化・芸術の振興を
図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

令和２年度策定の「第二次栄区読書活動推進目標」に掲げる３つの目標に基づき、栄区におけ
る読書活動を盛り上げます。
目標１：読書を身近で気軽に親しめるようにします。目標２：読書活動の魅力を高め区民の読
書意欲を向上させます。目標３：読書活動ネットワークの充実を目指します。

啓発物品作成数の精査による減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

読書活動推進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 文化・芸術振興事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 16

事業概要

2 2 2 2 2

回 実績 中止

単位 想定 2 2

2

イベント
開催数

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

809 748 ▲ 61

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を概
ね達成

中止 2

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

306

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 3,769 4,075



34人

・委託等不
可

444

720 720 600 600

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 43

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 中止

想定

中止

８年度６年度 ７年度

600

夏休みコンサート事業

４年度 ５年度

単位 想定 600 600 600 600 600

200 0

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

人

600 600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

720

４年度 ５年度

実績 中止 中止 450

②

32 飲料水の購入量による減

参加者数
来場者数
（年間）

▲ 11

単位 700

昼休みコンサート事業

栄区音楽協会の協力により庁舎内で毎月１回コンサートを実施します。

細事業事業量

650

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
夏休み期間に親子や家族を中心に幅広い世代の区民を対象として、クラシック音楽に興味をも
ち、楽しんでいただけるような参加型のコンサートを開催します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 200

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加者
数

来場者
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



⑤

事
業
計
画

細事業名称 栄の歴史・文化事業

栄区の歴史資産や文化資産を次世代に着実に引き継ぎ、区の魅力資源として活用・発信してい
くために、区内の関係団体とともに情報を共有し、今後の保存・継承につなげます。また、刊
行物（郷土史ハンドブック・歴史散策マップ・栄の歴史）を通じた普及を図り、その販売に協
力する書店等に販売手数料を交付します。

550 400 400 350想定

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 357 833 476 看板修繕費及び事業実施委託料の増

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

刊行物販
売冊数

（年間・
３部累
計）

単位

増減説明

300 300

決算

年度 ４年度 ５年度

496 511実績

400

④

事
業
計
画

細事業名称 栄区民芸術祭事業

細事業概要
区民の文化意識の醸成と文化活動及び地域コミュニティの活性化を図ることを目的に、区民を
中心に構成される栄区文化協会が中心となって企画運営を行う区民芸術祭を開催します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

2,359 2,261 ▲ 98 補助金交付先での経費節減に伴う減

・委託不可 ・該当なし

人

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

12,000 12,000

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

4,588

決算

８年度

単位 12,000

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・負担は適
切である

・維持

参加者
数

来場者
数

細事業事業量

冊

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 10,947 7,024

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

371

指標

260

12,000 12,000 12,000

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を下
回った

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

・維持 ・なし

(2)実施手法

12,000

8,800



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 3,176 3,341 165

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

11,505 9,632

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

315 315 0

・該当なし
・目標を下
回った

16,000 16,000 16,000 16,000 16,000

人 実績 6,381

単位 想定 16,000 16,000

11,820

参加者
数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 スポーツ振興事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 17

事業概要

スポーツ活動促進及び健康保持・増進を図るため、栄区民を対象としたスポーツ事業を支援するとともに、スポー
ツによる事故やけがを予防するための事業に取り組みます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

栄区スポーツ協会所属の各競技種目専門部会（19団体）がスポーツ種目ごとに開催する区民大
会や区民教室などの開催費用を一部補助し、区内におけるスポーツ活動を支援します。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区スポーツ大会等への補助事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加者
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 幼児から高齢者まで幅広い区民が気軽にスポーツを体験できるイベントの開催を支援します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 115

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

参加者
（申込
者）数

461

単位 1,400

栄区民ロードレース大会

栄区内在住、在勤、在学、在スポーツクラブの方を対象に、４種類（小学生、中学生以上、高
校生以上、シニア）のコースを設定したロードレースを行います。

細事業事業量

1,400

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

2,351 見積徴収による増

1,600 1,600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,400

４年度 ５年度

実績 中止 245（ｵﾝﾗｲﾝ開催） 941

②

中止

８年度６年度 ７年度

1,250

栄区民スポーツフェスティバル

４年度 ５年度

単位 想定 1,000 1,500 1,500 1,500 1,600

115 0

分析
結果

・維持 ・なし
・国・県事
業と類似・
重複

・目標を上
回った

人

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

年度 ２年度 ３年度

実績 中止

想定 1,400 1,400 1,000 1,000

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,890

・委託等の
拡大が可能

700450人



133

117

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 83 111

103 123 50

決算

８年度

単位 60

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・求めるべ
きではない

・維持

講習会
等の参
加者

細事業事業量

60 60

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

13

④

事
業
計
画

細事業名称 ＳＣスポーツ安全対策分科会及び関連事業

細事業概要

運動競技中の事故やけがを予防するため、区内スポーツ、青少年育成等の団体を構成員とした
協議会を開催し、事故・けが予防の対策として、予防講習会（各構成団体主催、競技会主催）
を実施します。
また、専門家によるスポーツ活動時のけが発生の因果関係の分析結果や、事業内容へのアドバ
イスを基に、事業を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

855 560 ▲ 295 委託内容の見直しによる減

・委託等の
拡大不可

・該当なし

人

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 3,396 6,155 2,759

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6,900 7,000

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

212 456 244

・該当なし
・目標を上
回った

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

部 実績 3,700

単位 想定 3,700 7,000

7,000

情報紙
配付部
数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 地域の担い手育成・交流支援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 18

事業概要

人がつながり、地域がつながるまちの実現に向け、友好交流都市との交流の促進、区民の多文化意識の醸成、区内
で活動している地域活動・生涯学習活動団体の支援と新たな活動の担い手発掘、青少年健全育成、区民利用施設等
の安全・安心の推進を目的とした各種事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

区民による自主的な交流活動の活性化を図るため、ＰＲや交流につながる講座を実施します。

講座の実施等にる執行増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

友好交流都市事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

さかえ区
民活動セ
ンター登
録団体数
（年度末
時点登録
数）

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
栄区は、幅広い世代の区民が地域において熱心に活動を行っており、自主的な市民活動が活発
な地域です。さかえ区民活動センターと協働し、区内の生涯学習・市民活動を盛り上げるイベ
ント等を実施します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 633

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

実施企
画数

▲ 344

単位 3

栄区多文化共生事業

国際理解を促進するための啓発イベントを実施します。

細事業事業量

3

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

554 事業見直しによる減

320 330

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

3

４年度 ５年度

実績 1 1 2

②

248

８年度６年度

事業見直しによる増

７年度

3

区民活動支援事業

４年度 ５年度

単位 想定 300 150 290 300 310

694 61

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

事業

・該当なし
・求めてい
ない

年度 ２年度 ３年度

実績 279

想定 1 1 2 3

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 898

・委託等の
拡大不可

341302団体



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・国・県事
業と類似・
重複

・目標を下
回った

・委託等の
拡大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

・維持 ・なし

(2)実施手法

必要度・緊急度に
応じた対応

6

分析
結果

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

中止

指標

5,000

決算

８年度

単位
必要度・緊急度
に応じた対応

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

区民利
用施設
改善対
応件数

細事業事業量

必要度・緊急度
に応じた対応

必要度・緊急度
に応じた対応

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

④

事
業
計
画

細事業名称 区民利用施設等安全・安心推進事業

細事業概要
区民利用施設等の利便性・機能性向上、老朽化対策を実施します。また、自然災害等突発的な
課題へ対応します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

0 2,646 2,646 新規事業による増

・委託等不
可

・該当なし

件

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 1,290 1,404 114 飲食の再開による増

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

イベント
来場者

（駅伝と
の合計）

数

単位

増減説明

10,000 10,000

決算

年度 ４年度 ５年度

中止 4,000実績

10,000

⑤

事
業
計
画

細事業名称 SAKAEヤングフェスティバル事業

区内中学生が青少年指導員とともに企画から準備し、中学生自身の演出によるステージ（吹奏
楽、ダンス等）や模擬店等フェスティバル全体の運営を担い実施します。

10,000 10,000 10,000 10,000想定



客観的指標に
基づく分析

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度 ８年度３年度 ４年度 ５年度

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

・求めるべ
きではない

指標

⑥

事
業
計
画

細事業名称 中学校対校駅伝大会

細事業概要 区内公私立中学校による学校対抗駅伝大会を本郷台駅前の道路を使用して実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 362 400 38 物価上昇による経費の増

細事業事業量 年度 ２年度

イベント
来場者（ﾔ
ﾝﾌｪｽとの
合計）数

単位 想定 10,000 10,000

人 実績 中止 中止 4,000 5,000

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・一部委託
等が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　非来庁型の手続きに慣れていただく契機とすることを目指し、モデル事業としてコンビニ交付サービスの普及に
取り組みます。また、マイナンバーカードの交付で混雑した待合エリアを中心として、来庁された方が快適に過ご
せるよう環境改善に継続的に取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

　非来庁型の手続に慣れていただく契機として栄区庁舎内にマルチコピー機を設置し、コロナ
禍での区役所窓口の混雑解消やマイナンバーカードの取得率向上、市民の利便性の向上を図り
ます。

電気料金等の物価上昇による増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

住民票等交付セルフ手続き促進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 窓口混雑緩和に向けた区民サービス向上事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 19

事業概要

23.2 30.9 30.9 30.9 30.9

％ 実績 7.8

単位 想定 - 14.9

27.6

栄区証明
書等発行
総数のう
ちｺﾝﾋﾞﾆ
交付率

増減説明

決算

・一部委託
等が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

957 973 16

・該当なし
・目標を概
ね達成

15.5 22.0

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 2,342 2,325 ▲ 17

戸籍課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・一部委託
等が可能

20,000 21,000 21,000 21,000

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,385

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

・事務改善
が可能

想定

21,063

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

件

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

24,000

４年度 ５年度

実績 22,861 21,105 29,974

②

1,352 実績による減

マイナ
ンバー
関連手
続件数

▲ 33

単位 23,000

１階待合フロア環境改善事業

　マイナンバーカードの普及に伴い、１階待合フロアの混雑緩和に取り組みます。
　待ち時間を少しでも快適にお過ごしいただけるよう、オペレーションの整理や什器の点検等
を実施します。

細事業事業量

22,000

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目福祉保健課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,492 3,254 1,762

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

2 2

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

127 179 52

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 3 3 3 2

実績 3

単位 想定 2 2

2

地域福
祉保健
推進会
議の開
催回数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 地域福祉保健計画推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 20

事業概要

　誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域社会の実現を目指し、地域住民、関係団体、事業者、区役所、
区社会福祉協議会、地域ケアプラザ等が福祉保健を中心とした地域課題の解決に取り組み、身近な地域の支え合い
の仕組みづくりを進める計画である栄区地域福祉保健計画の推進を図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

栄区の福祉・保健・医療等の連携強化等を目的として、栄区地域福祉保健推進会議を開催しま
す。

対面開催による報償金等の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

会議開催

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



・委託不可

150

7 7

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,365

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績

想定

８年度６年度

新規事業による増

７年度

7

民生委員の負担軽減に向けた基礎調査

４年度 ５年度

単位 想定 163 163

1,667 1,667

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

件

163 163

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

7

４年度 ５年度

実績 7

②

1,408 計画の啓発方法の見直しによる増

補助金
の申請
件数

43

単位 7

計画の推進

つながるフォーラムの開催や、SNSやホームページを活用した計画の周知を行い、地域福祉保
健計画を推進し、幅広い年齢層への啓発を進めます。
各地区の地域福祉保健計画の推進組織による、活動や取組に対して経費の一部を補助（さか
え・つながるプラン補助金）し、支援を行います。
地区支援チーム員の地域支援スキルアップのための研修を実施します。

細事業事業量

7

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
栄区の民生委員の活動に特化した実態調査を行い、民生委員と地縁団体との仕組み・枠組みを
再検討し、民生委員の負担軽減並びに継続可能な地域福祉の取組を進めます。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

民生委員
数

（12/1現
在）

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

健康寿命の延伸に向けて、関係団体と連携して区民の健康づくりを進めます。また、健康づくりの一環である感染症
対策については、施設等に向けた研修の機会を増やし、予防対策を強化します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

健康づくりの企画・実施を行い、区民への健康づくりの普及活動を進めるとともに、健康応援
ノートや「健康長寿さ・か・え」の啓発ロゴマークを活用し、健康長寿の取組へとつなげま
す。

見積合せによる印刷製本費の残

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

健康増進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 健康づくりの推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 21

事業概要

- 80.0 - 80.0 -

人 実績

単位 想定 - 80.0

81.8

区民意識
調査で

「健康」
「まあ健
康」の回
答の割合

増減説明

決算

・委託等不
可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

558 514 ▲ 44

・該当なし
・目標を概
ね達成

81.8

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 1,009 672 ▲ 337

福祉保健課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

分科会
開催回
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

栄区内の自殺死亡者数は平成29年から微増が続いていましたが、令和２年は減少しました。令
和２年においては、１年間に14人の方が自殺により死亡しています。平成30年度に策定された
「横浜市自殺対策計画」の方針に基づいて、自殺による死亡者を減少させるための自殺予防対
策に取り組むとともに、悩みを抱えながら生きる方への相談支援について検討します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 127

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等不
可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

感染症
集団感
染発生
件数

52

単位 55

感染症予防事業

感染症予防について、福祉施設、学校や保育園等の感染症対策を中心に実施する職員を対象と
した感染症対策研修を実施します。

細事業事業量

60

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

97 研修用資材購入による消耗品費の増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

50

４年度 ５年度

実績 - - 85

②

2

８年度６年度

分科会開催回数変更による減

７年度

29

SC自殺予防対策分科会

４年度 ５年度

単位 想定 2 2 2 1

61 ▲ 66

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・該当なし
・目標を上
回った

件

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 1

想定 - - 70 65

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 45

・委託等の
拡大不可

11回



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

生活習慣病の予防や健康寿命の延伸を目的に、子どもから高齢者まで生涯に渡り適切な食生活を営めるよう、世代
に応じた食育を推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

「さかえの野菜めしあがれ！」冊子及びシニア版冊子を、子どもから高齢者層に講座等を通じ
て配布、啓発を行います。
食生活等改善推進員（ヘルスメイト）等と協働で実施します。小学校と連携し、栄区産野菜を
使った給食の実施のほか、小学３年生には食育リーフレット・小学６年生には食育ランチョン
マットを使った啓発を学校を通じて行います。また、一般区民を対象に推定野菜摂取量測定機
器を使った測定を実施し、野菜摂取量の向上を促します。

測定機器のレンタル期間増による賃借料の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

さかえの野菜めしあがれ！

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 食育推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 22

事業概要

350 350 350 350 350

ｇ 実績 291

単位 想定 350 350

-

１日の
推定野
菜摂取
量

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

856 1,163 307

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

- -

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 1,574 4,191 2,617

福祉保健課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

10食品群
のうちほ
ぼ毎日食
べる食品
群４点以
上の割合③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

成人期の食生活の改善を促すため、特に10食品群の摂取割合が少ない地域を中心に栄養士を講師とした講
座をケアプラザ等で開催します。また、地域で活動する人材（食生活等改善推進員や保健活動推進員な
ど）や移動販売の事業者等とも連携し、食事見直しシートやマグネットシートを使った啓発のほか、移動
販売店等の商品に10食品群のポップ等を掲示し、摂取を促進します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 201

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等不
可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない客観的指標に

基づく分析

朝食を食
べている
小中学生
の割合

330

単位 100に近づける

元気なさかえっ子食育講座

幼児期からバランスの良い食生活の定着と、養育者の食生活の改善を図ります。
・オリジナルテキストを活用して、３歳児健診会場にて講師（管理栄養士）による講座を開催
します。
 　＜講座参加予定人数と回数＞３歳児健診：年16回、幼児本人と養育者　計1,000組
・保育園・幼稚園の年中・年長児を対象にオリジナルテキストを活用した講座を実施します。
計4,000人
　オリジナルテキストは保育園・幼稚園の意見を取り入れ一部改訂し増刷します。

細事業事業量

100に近づける

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

848 講座用機材更新による消耗品費の増

80.0 80.0

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

100に近づける

４年度 ５年度

実績 93.3 - 91.6
②

-

８年度６年度

食環境づくりに係る新規取組による増

７年度

-

成人期の食育推進

４年度 ５年度

単位 想定 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0

2,180 1,979

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を下
回った

％

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績
男45.1
女65.7

想定 100に近づける 100に近づける 100に近づける 100に近づける

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 518

・委託等不
可

--％



様式３

款 項 目生活衛生課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 898 288 ▲ 610

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

3 12

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・事務改善
が可能

・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

898 288 ▲ 610

・国・県事
業と類似・
重複

・目標を下
回った

18 18 18 18 18

回数 実績 7

単位 想定 15 15

13

食品衛
生関係
講習会
実施回
数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 健康で安全な食と暮らしの推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 23

事業概要

区民の健康で安全な食と暮らしを推進していくため、食中毒予防や衛生害虫対策を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

食中毒予防チラシの配布や講習等を実施し、食の安全に関する情報を区民や飲食店等に提供し
ます。
ハチや蚊等の衛生害虫について、情報提供や駆除に関するアドバイス、町内会への支援を行い
ます。

動物適正飼育推進事業への移行

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

生活衛生普及啓発事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

飼い主のいない猫によるトラブルを防止するため、不妊去勢手術やその後の管理を推進し、また、犬や猫の飼育マ
ナーを改善することで、犬や猫と共に快適に暮らせる街づくりを目指します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域で新たに飼い主のいない猫が産まれ、トラブルとなることを防止することを目的に、地域
の方を中心に不妊去勢手術やその後の管理を進めるため、ボランティアの登録制度を設立し、
活動を支援します。

健康で安全な食と暮らしの推進事業からの移行

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

猫ボランティア支援事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 動物適正飼育推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 24

事業概要

40 40 40 40 40

台数 実績 48

単位 想定 40 40

163

猫侵入防
止器、捕
獲器貸出
し件数

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 135 135

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を概
ね達成

81 147

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 0 511 511

生活衛生課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



62頭数

・委託等の
拡大不可

126

150 150 150 150

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 37

想定

48

８年度６年度

健康で安全な食と暮らしの推進事業からの移行

７年度

172

適正飼育啓発事業

４年度 ５年度

単位 想定 40 50 60 70 70

163 163

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を概
ね達成

頭数

70 70

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

150

４年度 ５年度

実績 170 134 138

②

213 健康で安全な食と暮らしの推進事業からの移行

長寿犬表
彰対象

213

単位 150

長寿犬表彰事業

長年飼い犬を大切に適正に飼育している飼い主を表彰することで、適正飼育を進めるととも
に、終生飼育についての意識を高めます。

細事業事業量

150

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
犬猫の飼い方についての講習会を開催し、適正飼育の啓発を進めます。また、わんわんパト
ロールの活動を警察と連携してすすめ、マナーアップの啓発や地域の防犯などの見守りにつな
げます。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・法律・政
令

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を上
回った

・委託等の
拡大不可

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

わんわん
パトロー
ル登録頭

数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

地域子育て支援拠点「にこりんく」、栄区青少年の地域活動拠点「フレンズ☆ＳＡＫＡＥ」、放課後等デイサービ
ス事業「ぴっころんど」、栄区基幹相談支援センター、後見的支援室「とんぼ」の適切な管理運営を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域子育て支援拠点「にこりんく」、栄区青少年の地域活動拠点「フレンズ☆ＳＡＫＡＥ」、
放課後等デイサービス事業「ぴっころんど」、栄区基幹相談支援センター、後見的支援室「と
んぼ」の適切な管理運営を行います。

入居者の退去による賃借料の減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

次世代交流ステーション運営事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 次世代交流ステーション運営事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 25

事業概要

18,000 18,000 18,000 18,000 18,000

人 実績 17,199

単位 想定 18,000 18,000

23,550

各施設
利用者
数合計

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

11,111 6,223 ▲ 4,888

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を概
ね達成

19,953 21,809

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 11,111 6,223 ▲ 4,888

高齢・障害支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等の
拡大不可

- - - 8

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

4

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

回

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

6

４年度 ５年度

実績 - - -

②

132 令和５年度開始事業

事業検
討会実
施数

132

単位 6

デジタルツールを活用した次世代交流事業

次世代交流ステーションにおける実績を生かし、SNSやオンライン会議等、様々なデジタル
ツールを活用した「交流・連携」や「情報発信」を行うため、利用者等のニーズ調査や効果的
な手法の検討を行います。

細事業事業量

6

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目高齢・障害支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,452 1,075 ▲ 377

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

12,263 18,185

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

666 400 ▲ 266

・該当なし
・目標を概
ね達成

13,000 13,000 13,000 13,000 13,000

人 実績 6,790

単位 想定 8,000 8,000

14,596

転倒予
防体操
に取り
組んだ
人数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 高齢者地域ケア事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 26

事業概要

高齢者が住み慣れた地域で安心して住み続けられる為、高齢者の事故の約75%を占める「高齢者の転倒・転落」及び
重症度の高い「ヒートショック」について、広く区民に危険性の周知を行うとともに予防対策を講じます。また、
家族が認知症や難病にり患し、不安を抱える介護者に対して、臨床心理士によるカウンセリングを実施すること
で、介護者の負担を受け止め、解決に向けた支援を行います。さらに、地域等で高齢者の長寿を祝う風土を醸成し
ます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活が長く続けられるよう、安全・安心なまちづくりに
向け、各種取組を推進します。とりわけ、高齢者の事故の約75％を占める「高齢者の転倒・転
落」及び重症度の高い「ヒートショック」について、広く区民に危険性の周知・啓発を行うと
ともに、予防対策を講じます。

実施方法変更による減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

セーフコミュニティ（ＳＣ）高齢者安全対策分科会及び関連事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

配布数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
各自治会町内会や介護保険施設と連携し、高齢者の長寿を祝う気持ちを地域・施設とともに伝
えていきます。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 344

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

実施回
数

▲ 44

単位 18

家族のための介護カウンセリング事業

家族が認知症や難病に罹患し、介護の不安を受け止めきれない介護者に対し、臨床心理士によ
るカウンセリングやアドバイスを実施します。

細事業事業量

18

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

399 実施回数の減

53 54

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

18

４年度 ５年度

実績 18 16 18

②

47

８年度６年度

施設訪問見直しによる減

７年度

16

敬老お祝い事業

４年度 ５年度

単位 想定 48 49 50 51 52

276 ▲ 68

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

回

・該当なし
・求めてい
ない

・規則・方
針

年度 ２年度 ３年度

実績 51

想定 18 18 18 18

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 443

・委託等不
可

5649団体



様式３

款 項 目高齢・障害支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 448 450 2

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

ー 19

増減説明

決算

・一部委託
等が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

448 450 2

・該当なし
・目標を下
回った

・法律・政
令

20 20 20 ー ー

人 実績 ー

単位 想定 ー ー

15

高齢者
ＩＣＴ
ボラン
ティア
養成

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 27

事業概要

高齢者が住み慣れた地域で安心して住み続けられることを目指して、高齢者に対し、ＩＣＴを利用した健康教育や
ＩＣＴの習得支援を行います。併せて、地域活動でのＩＣＴのサポート役となるボランティアを養成し、高齢者の
ＩＣＴ利活用の支援を図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・地域の高齢者のＩＣＴ活用を支援する高齢者ＩＣＴボランティア養成講座を開催する。
・高齢者に対し、健康づくり・生活支援につながるＩＣＴ利活用方法を習得するための支援を
行う。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

障害児者が地域でいきいきと安心して暮らせるように、区民や関係機関との行事等を通して交流を図り、地域での
障害理解を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

共生社会実現のため、障害者週間に合わせ、障害の有無に関わらず誰もが参加・体験出来るイ
ベントを区内関係機関と協働で実施します。

リーフレット作成費等の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

パラフェスタ❤さかえ

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 障害児・者ふれあい交流事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 28

事業概要

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

人 実績 中止

単位 想定 60 500

2,985

来場者
数

増減説明

決算

・委託等の
拡大が可能

・事務改善
が可能

・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

682 845 163

・該当なし
・目標を上
回った

・規則・方
針

・契約方法
の工夫が可
能

300 1,591

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 1,205 1,368 163

高齢・障害支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等の
拡大不可

2 3 3 3

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 542

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

3

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

団体

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

4

４年度 ５年度

実績 2 3 3

②

523 委託の契約残による減

事業者
数

▲ 19

単位 4

栄区障害理解推進事業

区内障害福祉事業所による花のデリバリー委託を行い、区役所窓口環境の向上を図るととも
に、障害理解推進と障害者の社会参加とを区障害者自立支援協議会と協働で取り組みます。

細事業事業量

4

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区で、安心して子どもを産み、育てていけるよう妊娠・出産・子育てに関する情報発信、及び仲間づくりの教室
や相談事業を行います。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

母子手帳交付時の面接やこんにちは赤ちゃん訪問等ほぼ全数の妊婦や保護者と出会う機会を活
用し、妊娠・出産・子育てにおける必要な情報を届けます。
栄区内の保育・教育施設を網羅したマップを作成し、保育園等の利用を検討している保護者に
配布します。
一部啓発媒体については、より養育者に情報を届けられるようにするため、電子カタログ化を
図ります。

印刷部数減量に伴う減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

養育者向け情報発信

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 出産・子育て応援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 29

事業概要

12 12 12 12 12

回 実績 ―

単位 想定 ― ―

13

デジタ
ルを活
用した
情報発
信数

増減説明

決算

・一部委託
等が可能

・事務改善
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

739 734 ▲ 5

・該当なし
・目標を概
ね達成

―

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 1,664 1,654 ▲ 10

こども家庭支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



356人

・一部委託
が可能

401

160 160 240 240

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 149

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 204

想定

353

８年度６年度

講師の報償費単価見直しによる減

７年度

167

地域育児教室

４年度 ５年度

単位 想定 700 700 700 700 700

552 ▲ 102

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

人

700 700

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

240

４年度 ５年度

実績 80 190 183

②

249 新たな事業の実施に伴う増

参加人
数

100

単位 240

両親教室

初めての出産を控えた妊婦とそのパートナーを対象に、両親教室を開催します。

細事業事業量

240

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
初めて子育てをする０歳児の保護者を対象に区民にとって身近な施設（地区センター、地域ケ
アプラザ等）で、教室を開催します。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 654

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加実人
数（親・
子の計）

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



想定

④

事
業
計
画

細事業名称 授乳相談

細事業概要 予約制にて、授乳に関する相談ができる機会を設けます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

120 118 ▲ 2 保育協力者不在に伴う減

・一部委託
が可能

・該当なし

人

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

36 36

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

30

決算

８年度

単位 36

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・増える

参加延
べ人数
（母）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績 39 32

36 36 36

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

36

32



様式３

款 項 目こども家庭支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 855 357 ▲ 498

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 10

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

222 68 ▲ 154

・該当なし
・目標を概
ね達成

10 10 10 10 10

箇所 実績 2

単位 想定 10 10

9

出前講
座実施
件数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 育児サポート推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 30

事業概要

進行する少子化の影響として、身近に育児の相談をできる機会が減少しているため、育児に不安や困難を抱える方
を対象に教室や相談事業を開催します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

児童虐待予防に関する啓発、区職員向けに研修を実施します。また、中学校にて「いのちの授
業」を実施します。

消耗品の減や研修未実施に伴う減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

SC児童虐待予防対策分科会及び関連事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

保護者
の参加
延べ人
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
ダウン症児を中心とした、障害児をもつ親の自主サークルに対して講師派遣、運営相談を行な
います。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 16

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託等不
可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

利用実
人数

▲ 98

単位 30

妊婦・養育者メンタルヘルス相談

妊娠経過や育児に対して不安やイライラ等を感じている方に対してカウンセラーによる面談を
行います。

細事業事業量

30

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

264 講師確保ができないことに伴う減

70 70

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

30

４年度 ５年度

実績 15 17 13

②

40

８年度６年度

中止なく実施できたことに伴う増

７年度

13

障害児サークル支援

４年度 ５年度

単位 想定 70 70 70 70 70

24 8

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

人

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

年度 ２年度 ３年度

実績 59

想定 30 30 30 30

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 362

・委託不可

2234人



様式３

款 項 目こども家庭支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 997 997 0

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

14 14

増減説明

決算

・全部委託
等が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

819 819 0

・該当なし
・目標を概
ね達成

25 30 30 35 35

回 実績 28

単位 想定 25 25

14

危険予知
トレーニ
ングの実
施回数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 こども・青少年応援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 31

事業概要

乳幼児期から学齢期までの子どもの事故予防、けが予防を目的に、安全・安心に関する取組を推進します。
また、スポーツ・文化の分野において、顕著な功績又は優秀な成績を収めた児童・生徒を対象に、その功績を称え
ることを目的として、区長による表彰を行います。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

セーフコミュニティこども安全対策分科会の活動を通じて、乳幼児の事故予防、児童のけが予
防を目的とした訪問運動指導やＫＹＴ（危険予知トレーニング）など、子どもたちの安全・安
心に関する取組を推進します。
 なお、セーフコミュニティ認証期間は10月で満了となりますが、事故予防、危険予知に関す
る情報発信、啓発については継続的に取組を進めます。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

セーフコミュニティこども安全対策分科会及び関連事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

表彰件
数

0

単位 35

栄区児童生徒スポーツ・文化活動表彰事業

スポーツ・文化の分野において、顕著な功績または優秀な成績を収めた児童生徒を対象に、そ
の功績を称えることを目的として、区長による表彰を行います。

細事業事業量

35

年度 ２年度 ３年度

178

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

35

４年度 ５年度

実績 ６人/７団体 31人/９団体 35

②

33人/7団体

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

件

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

想定 50 50 35 35

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 178

・一部委託
等が可能



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

保育・教育施設が持つ機能を生かし、園児を含めた地域の子育て支援を地域と共に推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

保育・教育施設職員の「保育の質の向上」を図るため、栄区の特性を生かした職員向けスキル
アップ研修を実施します。

事業見直しによる減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区の特性（自然豊か）を活かした職員向けスキルアップ研修

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 幼保による地域子育て支援事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 32

事業概要

70 70 70 70 70

人 実績 12

単位 想定 20 20

150

研修延べ
参加者数
（※４年
度以降

防災研修
含む）

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

135 90 ▲ 45

・該当なし
・目標を上
回った

43 116

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 714 1,204 490

こども家庭支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託等不
可

― ― ― 12

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 579

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

37

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

回

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

12

４年度 ５年度

実績 ― ― ―
②

1,114 デジタルコンテンツ作成による増

SNSでの
情報発
信

535

単位 12

地域子育て支援事業

・区内の保育・教育施設の利用家庭に防災ポケットカードを配付して、防災減災につなげま
す。
・地域住民と園児との遊びの機会や植栽整備等を通じ、多様な世代間での交流機会を作りま
す。
・市立保育園における地域子育て支援に係る動画等を作成し、SNSやウェブサイトを活用した
情報発信を強化します。

細事業事業量

12

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目生活支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 371 187 ▲ 184

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

39 101

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

191 187 ▲ 4

・該当なし
・目標を概
ね達成

150 150 150 150 150

人 実績 ー

単位 想定 ー 150

84

テキス
ト利用
者数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 生活支援推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 33

事業概要

地域コミュニティ（地域、支援機関等）と行政の連携を強化し、生活困窮者を早期把握・支援するためのネットワー
クのある地域社会の実現に向けて、アウトリーチパートナー活動の周知・拡大に取り組みます。また、生活保護受給
者や生活困窮者の社会的自立を促進していくために、再チャレンジ応援事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

生活保護受給者や生活困窮者に対し、就労意欲を高めるとともに就職に向けての準備や、就職
後の定着支援などをまとめた、就労支援テキストを作成し就労支援の場で活用します。あわせ
て、スーツ等面接に必要なツールを随時貸し出します。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

再チャレンジ応援事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

通信運搬費、消耗品費及び庁内備品費の減

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

統合事務費

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 統合事務費

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 34

事業概要

実績

単位 想定

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

19,652 17,857 ▲ 1,795

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 19,652 17,857 ▲ 1,795

総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



様式３

款 項 目一般栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区に関わる情報等を広く発信するために、「広報よこはま栄区版」を発行し、区民に配布します。「栄福祉保健
センターからのお知らせ」では、福祉保健センターが実施する事業の年間日程や相談窓口を掲載し、区民に配布し
ます。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

栄区に関わる情報等を広く発信するために、「広報よこはま栄区版」を発行します。

印刷費高騰のための増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

広報さかえ発行事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 広報よこはま発行事業

所管区局・課 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 35

事業概要

619,200 620,400 608,400 608,400 608,400

部 実績 594,400

単位 想定 620,000 620,000

596,200

発行部
数

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・事務改善
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,411 5,923 512

・該当なし
・目標を概
ね達成

599,600 599,500

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 6,440 6,952 512

区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



・委託の拡
大不可

57,000 55,000 55,000 55,000

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,029

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

想定

51,000

分析
結果

・維持 ・なし
・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

部

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

51,000

４年度 ５年度

実績 55,000 55,000 55,000

②

1,029

発行
部数

0

単位 51,000

福祉保健センターからのお知らせ発行事業

「栄福祉保健センターからのお知らせ」（タブロイド判４ページ）を発行し、広報よこはま４
月号とともに栄区全戸へ配布します。また、転入者の届出等の際に配布する等、区民へもれな
く周知します。

細事業事業量

51,000

年度 ２年度 ３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度 ８年度



様式３

款 項 目区政推進課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,290 1,375 85

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

291 331

増減説明

決算

・委託等の
拡大が可能

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,290 1,375 85

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

300 350 350 350 350

件 実績 288

単位 想定 300 300

350

相談件
数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 特別相談事業

所管区局・課 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 36

事業概要

行政での解決が難しい問題について、専門家による特別相談を開催します。

細事業の分析

①

・なじまな
い

専門家（弁護士、司法書士、公証人、行政書士等）による無料相談を実施します。

相談日数の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

特別相談事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 1,147 1,146 ▲ 1

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6 8

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,147 1,146 ▲ 1

・該当なし
・目標を概
ね達成

6 6 6 6 6

回 実績 4

単位 想定 6 6

8

本郷台駅
前「ごみ
のポイ捨
て禁止」
啓発活動
実施回数

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 美化活動推進事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 37

事業概要

地域美化活動推進のため、本郷台駅前及び大船駅前での清掃、不法投棄・ポイ捨て防止の広報啓発活動を実施しま
す。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

美化推進重点地区（JR本郷台駅及び大船駅）の清掃を委託します。
また、環境事業推進委員と連携し、「ごみのポイ捨て禁止」・「歩きたばこ防止」啓発活動
（啓発ティッシュの配布及び清掃）を行います。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

美化活動推進事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民総ぐるみで、悪質商法被害未然防止活動や振り込め詐欺被害防止活動等を区役所、警察などの関連行政機関、
地域と協力して実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

地域の消費生活推進員の活動を支援するため、活動費の助成を実施します。
悪質商法被害未然防止に関する情報を提供するため、広報誌を作成し啓発を行います。

講演会の外部講師謝金の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

消費生活推進員活動事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 消費生活推進員活動事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 38

事業概要

14 14 14 14 14

実績 31

単位 想定 14 14

20

出前講
座実施
回数

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

532 559 27

・該当なし
・目標を上
回った

15 16

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 532 559 27

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民の健康増進や体力向上等、地域のスポーツ振興のために活躍しているスポーツ推進委員を支援し、生涯スポー
ツの普及・振興を図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・スポーツ推進委員による各地区の運動会、地域に密着した生涯スポーツの普及や、地域にお
けるレクリエーションイベントの開催や運営協力を支援します。
・スポーツ推進委員の資質向上のため、研修会を実施します。
・スポーツ推進委員の活動を広く周知するため、広報誌を発行します。
・県・市レベルのスポーツ大会（横浜マラソン等）等へスポーツ推進委員を派遣します。

改選によるユニフォーム代の増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 39

事業概要

15 15 15 15 15

回 実績 0

単位 想定 13 14

12

（主催）ス
ポーツ

イベント数
(各地区含

む)

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,080 1,891 811

・国・県事
業と類似・
重複

・目標を下
回った

2 10

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 1,080 1,891 811

地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 2,879 2,321 ▲ 558

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6 12

増減説明

決算

・委託等不
可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,744 2,186 ▲ 558

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

16 16 16 16 16

回 実績 2

単位 想定 16 16

16

区内青
少年向
け企画
事業

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 青少年健全育成活動事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 40

事業概要

地域、団体、企業等と連携・協働しながら、青少年の健全育成を目的に、各種事業を実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

青少年の健全育成のため、キャンプ等の地区活動、区協議会活動、資質向上のための研修等を実施します。
(1) 地区単位で行う、地域に密着した青少年育成活動（キャンプ等）を実施（対象者：区内青少年）
(2) 栄区青少年指導員の資質向上のための研修会、講習会を実施（年２回）（対象者：青少年指導員）
(3) 県、市レベルの研修会、区内大会等への派遣（年５回程度）　　　　　（対象者：青少年指導員）
(4) 区協議会（定例会：11回　研修部会：４回　事業部会：４回　広報部会：４回）、地区会議

ユニフォームの購入の必要がなかったため。

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

青少年指導員協議会活動事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

全市一
斉パト
ロール
活動

0

単位 7

社会環境健全化活動事業

青少年指導員が、社会環境健全化を図るため、各種調査等を実施します。
(1) 社会環境実態調査（年１回：県青少年保護育成条例に基づき、区内古書店等を調査）
(2) 全市一斉統一行動パトロール活動（年１回：市で指定された日時での一斉夜間パトロール
を実施）
(3) 全市統一行動キャンペーン活動（年１回：区民まつり時に啓発物品とチラシを配付）

細事業事業量

7

年度 ２年度 ３年度

135

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

7

４年度 ５年度

実績 0 7 7

②

7

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

地区

・該当なし
・負担は適
切である

想定 7 7 7 7

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 135

・委託等不
可



様式３

款 項 目一般会計栄区

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　学齢期の子どもについて、周囲の大人たちに見守られているという安心感のもと、健全に成長していくことがで
きるよう、地域と学校、区役所等が連携して、地域と子どもたちとの顔の見える関係づくりを推進します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

青少年の健全育成を図るため、地域と学校が協働して行う事業に対し、栄区地域と学校の協働
事業推進協議会を通して、中学校区ごとに交付金を交付します。

コロナが５類へ移行し、事業が予定通り実施されたこ
とによる増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域と学校の協働事業

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 地域と学校の協働事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 41

事業概要

6 6 6 6 6

校 実績 6

単位 想定 6 6

6

中学校
区実行
委員会
交付数

増減説明

決算

・委託等不
可

・事務改善
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

606 689 83

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

6 6

歳出予算科目

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

決算 606 689 83

こども家庭支援課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）



様式３

款 項 目栄区 一般会計

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 緊急時情報システム運用事業

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 42

事業概要

電話を利用し緊急情報を発信する、緊急時情報伝達システムの運用を行います。

細事業の分析

①

134 160 160 160 160

人 実績 154

単位 想定 134 134

69

システ
ム登録
者数

事
業
実
績

６年度 ７年度 ８年度

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

細事業費
（千円）

歳出予算科目

77 63

増減説明

決算

・委託等不
可

・契約方法
の工夫が可
能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

負担の
公平性

効率性・経済性

・求めるべ
きではない

発災時、電話を利用し緊急情報を区民へ発信する、緊急時情報伝達システムの運用を行いま
す。

システム機能追加による増

年度

58

58

２年度 ３年度 ４年度 ５年度

緊急時情報システム運用事業

(1)実施主体 (2)実施手法

142 200

分析
結果

・該当なし
・目標を概
ね達成

妥当性 事業実績

年度 ４年度 ５年度

総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

細事業事業量

決算 142 200



様式３

款 項 目総務課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 112,304 106,503 ▲ 5,801

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

70,302 65,317 ▲ 4,985

・求めるべ
きではない

実績

単位 想定

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 区庁舎管理費

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 43

事業概要

区庁舎等の維持管理を行います。

細事業の分析

①

区庁舎、駐車場及び公用車等の管理運営を行います。

電気・ガス料金単価の下落

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

区庁舎

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度 増減説明

決算

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大が可能



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 土木事務所の庁舎及び車両の管理運営を行います。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 12,260

客観的指標に
基づく分析

0

単位

区民活動支援センター

区民活動支援センターの管理運営を行います。

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度

分析
結果

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

４年度 ５年度

実績

②

４年度 ５年度

単位 想定

12,294 34

分析
結果

年度 ２年度 ３年度

実績

想定

８年度６年度

清掃委託の契約額高騰など

７年度

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 26,797 26,797

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

土木事務所



効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・維持

細事業事業量

想定

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

決算

８年度

単位

④

事
業
計
画

細事業名称 区庁舎修繕費

細事業概要 区庁舎に関する設備の修繕に対応します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

2,945 2,094 ▲ 851 土木事務所の修繕案件減少

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

年度 ２年度 ３年度

分析
結果



様式３

款 項 目地域振興課

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

決算 439,648 459,261 19,613

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

増減説明

決算

・委託等の
拡大不可

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

55,621 57,780 2,159

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

実績

単位 想定

令和６年度 事業評価書

令和５年度事業名 区民利用施設管理費

所管区局・課 03 02 01

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 44

事業概要

区民利用施設の管理運営を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

公会堂の管理運営を行います。

実績に基づく増

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事
業
計
画

事
業
実
績

公会堂

６年度 ７年度 ８年度

年度 ４年度 ５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区 一般会計



８年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

105,383

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 9,357

客観的指標に
基づく分析

4,168

単位

地区センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度

分析
結果

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績に基づく増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

４年度 ５年度

実績

②

８年度６年度

実績に基づく増

７年度

ログハウス

４年度 ５年度

単位 想定

9,830 473

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし
・負担は適
切である

年度 ２年度 ３年度

実績

想定

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 101,215

・委託等の
拡大不可

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
(2)実施手法

分析
結果

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

実績

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

指標

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・負担割合
の工夫が可
能

・維持

細事業事業量 ６年度 ７年度

増減説明

４年度 ５年度

決算

８年度

単位

④

事
業
計
画

細事業名称 区民文化センター

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

113,050 117,511 4,461 実績に基づく増

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

年度 ２年度 ３年度

分析
結果

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 84,548 89,443 4,895 実績に基づく増

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

単位

増減説明

決算

年度 ４年度 ５年度

実績

⑤

事
業
計
画

細事業名称 老人福祉センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

想定

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を下
回った

・委託等不
可

・該当なし
・求めてい
ない



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・維持

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度 ８年度３年度 ４年度 ５年度

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

・求めるべ
きではない

指標

⑦

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（学校施設活用型）

細事業概要 外部委託による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減）

15,419 15,619 200 実績に基づく増

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度

増減説明

決算

８年度

想定

⑥

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（条例型）

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 27,078 28,192 1,114 実績に基づく増

細事業事業量 年度 ２年度

単位 想定

実績

単位

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし

４年度 ５年度 ６年度 ７年度

・該当なし
・求めるべ
きではない

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大不可

・該当なし

実績

・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大不可



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

８年度

単位 想定

分析
結果

スポーツセンター

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

実績に基づく減

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

５年度

決算

６年度 ７年度

実績

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託等の
拡大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

細事業名称

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

31,194 33,216 2,022 実績に基づく増

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度

⑨

事
業
計
画

細事業名称 広場・遊び場

細事業概要
子どもの遊び場の管理運営を管理運営委員会に委託します。
町のはらっぱについて管理運営委員会に対し補助金を支出します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,437 1,313 ▲ 124

実績

単位 想定

・求めるべ
きではない

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託等の
拡大不可

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし



客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績に基づく増

６年度 ７年度 ８年度

⑩

事
業
計
画

細事業名称 区民利用施設小破修繕

細事業概要 区民利用施設の修繕を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ４年度 ５年度 差引（増減） 増減説明

決算 729 974 245

細事業事業量 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

実績

単位 想定

分析
結果
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